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は じ め に 
 
 当広域消防本部の救急業務は、地域住民に欠くことのできない行政サービスとして

定着し、２消防署、４分署、１分遣所に計 8 隊の救急隊を配置して各種救急事故に備

えています。 

 近年の救急件数は、新型コロナウイルス感染症流行により、令和 2 年、３年の救急

出動件数は大きく減少しましたが、令和４年、令和 5 年にあっては前年と比べて約

10％の増加となりました。 

令和５年中における救急出動件数は３，２５３件、搬送人員は３，０４６人（令和

４年中の出動件数２，９５３件、搬送人員２，７２５人）で、前年に比べてそれぞれ

３００件、３２１人の増加となりました。これは広域全体で救急車が１日に約８．９

件出動し、年間で住民２２人に１人が救急車によって医療機関に搬送されたことにな

ります。 

 地域住民の方々の自主救護能力と救命効果を向上することを目的として、普通救命

講習会等を開催しておりますが、より身近に、また繰り返し心肺蘇生法を学んでいた

だくために、インターネット上で学べるサイト「応急手当 WEB 講習」を平成 27 年 6

月からホームページに開設しています。 

 今後も、地域医療機関との連携を強化し、熱中症予防の広報、小さなお子さんの事

故予防、事故や病気を未然に防ぐことを目的とした「予防救急」の普及啓発に努め、

消防と医療機関だけでなく、地域の皆さんとともに尊い命を守る体制作りや、救急業

務の推進に一層の努力を傾注し、信頼と期待に応えていきたいと思います。 

 ここに、令和５年中の救急業務の実態をまとめましたので、ご活用いただければ幸

いです。 

 

 令和６年３月                     富岡甘楽広域消防本部 
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